
 

診 療 科 紹 介  産 科・婦 人 科 

 大野 義雄 ＊ 山下 瑞穂 ＊ 立花 綾香 

１『リーディングホスピタル』として、高松市医療全体の最適化を目指します。 

２『理想的な医療』を、ファインチームワークで提供します。 

３『まごころのある医療人』を、全力で育成します。 
基本方針 

生きる力を応援します 

月号 
第23号 

平成２８年度 

基本理念 

いつも患者さんの紹介・逆紹介ではお世話になっております。 
当院産科・婦人科の紹介をさせていただきます。 
医師３名体制（女性医師２名）で、周産期、婦人科腫瘍・手術、不妊症・不育症、性感染症、女性

医学（更年期障害、骨盤臓器脱等）等幅広い疾患に対応し診療を行っています。毎日、午前中に外来
診療を,午後は手術や精密検査を行っておりま
す。紹介患者さんについては地域医療連携室に
ご連絡いただければ対応させていただきます。 

スタッフ紹介 

○大野 義雄 昭和５４年卒 

 専門領域 内視鏡手術、婦人科腫瘍 

○山下 瑞穂 平成６年卒 

 専門領域 不妊治療、体外受精 

○立花 綾香 平成２３年卒 

 専門領域 産婦人科一般 



   周産期 
 毎日妊婦健診を行っております。当科でも平成
２６年４月から四次元超音波診断装置を導入し、
異常所見の早期発見に努めています。外来助産師
による「助産師指導」も引き続き、適宜行ってお
ります。気軽に相談してください。 
 出産時は夫の立会い分娩も可能です。もし、緊
急帝王切開術になった場合、常勤麻酔科医、小児
科医の協力のもと迅速に対応いたします。 
産後入院中に祝い膳をもうけております。ささ

やかではございますが、記念になればと思いま
す。 

 

   婦人科腫瘍・手術 
 子宮筋腫、子宮内膜症、卵巣嚢腫、異所性妊娠
などの良性疾患については積極的に内視鏡手術
（腹腔鏡下手術、子宮鏡下手術）を施行しており
ます。内視鏡下手術は傷が小さく低侵襲で術後の
回復が早く、早期に退院が可能です。 
 子宮頚がん、体がん、卵巣がんなどの悪性腫瘍
に対しては、エビデンスに基づいた的確な治療を
行っています。 

第５回 

木 

「ロコモとは？ ロコモ チャレンジ」 
高松市民病院 整形外科  髙木 俊人先生  

「腰痛治療の最前線 

  ～体にやさしい低侵襲・内視鏡手術～」 

日時 

場所 

2016年 

19:00～20:00（開場18：30） 6月16日 

JRホテルクレメント高松 
会場：飛天の間（3階） 
高松市浜ノ町１－１  ☎ 087‐811-1111（代表） 

一般講演 

特別講演 

高松市民病院 

地域医療連携カンファレンス 

≪講師略歴≫   高松市出身 
 S 63 年   徳島大学医学部医学科 卒業 
 H  7 年 米国アイオワ大学留学 
 H 11年 徳島大学講師 
 H 15年 米国トレド大学留学 
 H 25年 徳島大学運動機能外科学 教授 

徳島大学大学院医歯薬学研究部 

 運動機能外科学（整形外科）教授 

          西良 浩一先生 

≪専門領域≫ 
脊椎・脊髄外科・スポーツ医学 

※ 近隣施設の医師及び医療従事者を対象としています。 
※ カリキュラムコード（60．腰痛）を取得となります。 
※ 特別講演会終了後に意見交換会を準備しております。ぜひ、御出席ください。 

   不妊症・不育症 
 不妊症の各種検査を行っております。一般不
妊治療に加え、体外受精や顕微受精、受精卵
（胚）凍結保存といった特定不妊治療も行って
おります。これらの治療は保険適応がなく、患
者さんへの負担は大きくなります。当院は香川
県や高松市が行っている特定不妊治療費助成金
事業の対象となる指定医療機関です。この制度
を利用されて、早く適切な治療を受けていただ
けることを願っています。 
 また、当科には日本不妊カウンセリング学会
認定の不妊カウンセラーの資格をもつ助産師も
おり、患者さんの精神的なケアも行っていきた
いと思います。 
 不育症についても、検査・治療を行っていま
す。 
 当院産科・婦人科は、常勤医師３名と少ない
スタッフではありますが、エビデンスに基づい
た丁寧な診療を心がけています。今後ともご指
導よろしくお願いいたします。 
                       （文責 山下 瑞穂） 



 

                              塩江分院院長 関貫 聖二 

 平成28年4月1日付けで、高松市民病院脳神経外科診療部長・地域医療連携室長から塩江分院院長として異動

となりました関貫です。まだ日が浅いですが、塩江分院の「地域まるごと医療」を支える体制に関しての取り

組みを紹介させていただきます。 

  塩江分院は、昭和26年に塩江村国民健康保険塩江病院として開設され、その後、市町合併に伴い、平成17年

から高松市国民健康保険塩江病院となり、平成22年4月から高松市民病院塩江分院に名称を変更、現在に至っ

ています。このようなことから、高松市民病院、附属香川診療所、塩江分院間は医師のみならず看護師、リハ

ビリテーション、薬剤師等も異動し、円滑な連携体制が構築されており、私の異動もその一環です。 

 高松市南部の県境山間部に位置する塩江分院は医療療養病床67床、介護療養病床20床を有する塩江地区唯一

の病院です。医療療養病床と介護療養病床を有しているため、塩江地区はもちろん高松市南部に居住の患者さ

んで、急性期治療や回復期リハビリテーションでの治療は、一段落したものの種々な医療行為が必要なため介

護施設や在宅介護に直接移行しにくい場合等では一旦当院で受け入れ、介護施設への入所や在宅介護へつなげ

ています。 

 また、住み慣れた自宅や地域での介護に際して、家族の負担を軽減しながら安心して療養ができるように訪

問診療、訪問看護にも力を入れています。訪問看護の際に、訪問看護師がタブレット端末を使い、その画面を

介して当院で医師が患者さんに話しかけ、患部の状態を確認し創部処置の指導を行っています。 

 また、同様にタブレット端末を用いて、薬剤師によ

る薬剤指導、栄養管理指導、転倒防止指導等を行う取

り組みも試みており、この取り組みは、新聞等でも取

り上げていただきました。タブレット端末を活用した

遠隔診療システムは、まだ始まったばかりですが、今

後の発展が期待される分野と思われます。 

 以上のような取り組みを今後もさらに充実させ、急

性期治療が一段落した後に住み慣れた自宅や地域での

介護が、家族の負担を軽減しながら安心して療養がで

きるように取り組んでいきたいと思います。 

地域まるごと医療を実践する塩江分院 

在宅医療コーディネーター 

        医療ソーシャルワーカー 川口 直行  

 病院から退院後、在宅医療を希望される方の意見や要望を聞き

ながら、病院・地域の診療医・歯科診療医・薬局等の医療関係者

や訪問看護、訪問介護等の事業者との調整を図り、退院後も住み

慣れた地域で安心して必要な医療・介護

等のサービスを受ける環境をコーディ

ネートするための専門的知識を習得する

ための養成研修を終了しました。 

 今後も在宅医療コーディネーターとし

て意思決定支援と関係調整を図りなが

ら、その人がその人らしく生きられるよ

うに側面からサポートできるように努め

ていきます。  

 人 異 動 事 

井手 宏明 （内科）H28.2.1付 

新居 徹  （消化器内科）H27.10.1付 

釡野 弥生 （形成外科）H27.11.1付 

眞鍋 裕昭 （整形外科） 

木内 慎一郎（泌尿器科） 

冨田 智子 （小児科） 

三好 英昭 （整形外科） 

樋端 透史 （眼科） 

冨田 諒太郎（泌尿器科） 

大橋 博美 （小児科） 

四方 祐子 （外科） 

転入 

転出 

 H28.4.1付 

 H28.3.31付 



地域医療連携室の紹介 

 

『 医療・介護関連施設職員研修会 』開催 

 

･･･FAX予約をお願いします･･･ 
患者さんをご紹介いただく際に、地域医療連携室へ事前に
FAX予約をお願いいたします。 
「高松市民病院FAX診療申込書」を御利用ください。 

受付時間 平日（月～金）午前 8時30分～午後 6時00分 
電  話 （087）834－2235（直通） 

F A X  （087）834－2223（直通） 
      0120－834－224（フリーダイヤル） 
        ※フリーダイヤルは県内固定電話のみ対応しております 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

紹介患者数 
（再診含む） 387 305 386 369 294 352 320 339 329 300 278 284 

FAX予約数 98 87 124 102 66 85 83 90 110 99 67 80 

日  時：3月9日（水）14：00～15：30 
テ ー マ：『在宅医療コーディネーターについて』 
     『意見交換会 』 
担  当：医療ソーシャルワーカー 川口 直行/退院調整の会 
参加人数：23名 
 

～参加者からの御意見～ 
「今回のような会に積極的に参加して情報を共有する機会を増
やしたい」「他施設の考えも聞き、病院とも今後の連携の図り
方を考える良い機会であった」等 

日  時：4月28日（木）14：00～15：00 
テ ー マ：『その転倒 転ぶにはわけがある』 
担  当：医療安全管理者 岡本智子 
参加人数：44名 
 

～参加者からの御意見～ 
「危険予測を常に行うよう心がけたい」「原因・要因を考
え、防止策をスタッフで共有したい」等 

 
平成27年度 

実 績 報 告 

第24回 

第25回 ご参加ありがとうございました 

地域医療連携室からの御挨拶 ー新年度を迎えて－ 

地域医療連携室長 福田 洋 

  この度、地域医療連携室長となりました福田です。 

前関貫室長（現塩江分院院長）の努力もあり平成27年4月

に正式に地域医療支援病院の承認を受けました。 

 今年度、地域医療連携室業務の充実と拡大を図るため

MSW、事務員を増員し新たな体制で、当院の基本方針である

「高松市医療全体の最適化」を目標に地域に密着した病診連

携を目指し活動の幅を広げていきたいと考えています。ご指導のほ

どよろしくお願い申しあげます。 


